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日常的な有尾類の飼育を
学校教育に取り入れることで見えてきたもの

秋山 繁治　

はじめに

　有尾類の研究は、1989年 3月に勤務してい
たノートルダム清心学園清心女子高等学校の生
物教室に持ち込まれたカスミサンショウウオ（現
在のセトウチサンショウウオ）の卵の飼育をきっか
けに始まった。それ以降、30年経過した今でも
続いている。
　有尾類の飼育は、最初は生物部の活動で
あったが、今では、科目「科学課題研究」の
一部に組み込まれている。それは、2006年に
文部科学省スーパーサイエンスハイスクールに採
択され、「生命科学コース」を創設するとともに、
科学課題研究を中心に据えた教育プログラムの
導入にふみきったことに起因している。「生命科
学コース」に入学した生徒は全員が生物部に
所属するという設定で、有尾類の研究が「科
学課題研究」のテーマの一つになっている。本
報告では、環境省レッドリスト2019絶滅危惧Ⅱ

類（VU）のオオイタサンショウウオ（Hynobius 

dunni）を対象とした科学課題研究をどのように
進めたか、そして、その教育効果はどうであっ
たかについて紹介したい。

野生動物を扱った研究を取り巻く状況

　実験動物は、医学などで実験材料として使う
場合と、生物学でその動物自体を研究対象とし

て使用する場合がある。前者の場合は、大量
の個体が消費されるので、完全に家畜化された
動物（マウスやブタなど）が使われてきた。一
方、後者の場合は、研究に限定するということ
で、飼育動物だけでなく野外で採取した動物を
使うことも特別に許されてきた。しかしながら、現
在では生命倫理的な問題や野生動物保護を考
える立場で、野生動物の利用に制限がかかり
つつある。
　これまでの動物実験に関する倫理委員会の
規定は、爬虫類以上の脊椎動物に限られてき
たが、今では魚類・両生類の扱いについてもそ
れらの規定に準ずるようになりつつある。高等学
校の科学課題研究で、魚類からDNAを採取
するために鰭の一部を切り取る実験が、「動物
に苦痛を与えるのは好ましくない」としてアメリカ
での発表を許されなかったという例が知られてい
る。したがって、研究目的といえども、完全に
飼育された魚類（メダカ、ゼブラフィッシュ）・両
生類（アフリカツメガエル）でないと、実験に使っ
てはいけない時代が近づいているといえる。当
然、希少野生動物については、野外での捕獲
さえも難しくなっている。
　両生類は、生物学史の大きな発見に実験動
物として使われてきた経緯がある。シュペーマン
は移植実験にスジイモリとクシイモリ、ニューコー
プは中胚葉誘導実験にメキシコサンショウウオを
使用している。生命科学分野の研究では、アフ
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までの個体数を増やす必要がある。野外から
採取した個体は使わず、すべて卵から成熟する
まで飼育した個体を用いたので、長い年月を要
した。
　成熟に要する年数も定かではなく、環境省自
然保護局発行の『Red Data Book 2014 日本の
絶滅のおそれのある野生生物 ③爬虫類・両生
類（環境省編）』のオオイタサンショウウオのペー
ジの記載は「繁殖個体の平均年齢は不明であ
るが、飼育下では 3年で性成熟した例がある」
だけであった。これまでデータが取れるレベルま
で個体数を増やした研究は行われていなかった
ということになる。
　完全な飼育下での繁殖方法を確立するに至
るには多くの問題が浮上した。その問題をその
時々の生徒が研究テーマとして取り組んできた。

「何を餌にするのか」、「どんな容器で飼育する
のか」、「飼育密度と共食いの頻度は関係する
のか」、「餌はどのくらい与えるのか」、「成熟し
たことをどのように確かめるのか」、「性成熟する
までどのくらいかかるのか」、「繁殖行動を誘発
するにはどうするか」など手探りの状態で研究を
すすめた。
 

【1】方法
　完全な飼育下での繁殖方法を確立するため
には、〔1〕受精方法、〔2〕成熟個体になるま
で安全に飼育する方法を確立する必要がある。

〔1〕の受精方法については、親個体を殺さな
いで行える方法として、（ⅰ）人工授精、（ⅱ）
飼育ケース内での自然産卵の 2 つの方法を試
みた。また、〔2〕の飼育方法では、生育につ
いての基本的な知見が必要なので、（ⅰ）幼
生の飼育条件、（ⅱ）発生段階、（ⅲ）性成
熟を調べた。

リカツメガエル（元は妊娠検査をするという医療
目的で飼育されていた）の利用が増え、さらにネッ
タイツメガエルやイベリアトゲイモリの利用が新規
に広がっている。しかし、サンショウウオ科では、
飼育・繁殖が困難ということで、生命科学分野
の研究にこれまで実験動物として使われたことが
少ない。
　希少種の保全のみならず比較再生学などの
隆盛により、完全飼育法の確立が望まれている
今、野生動物を実験に使うためには、“家畜化”

（完全飼育下での繁殖方法の確立）が必要だ
ということになる。これまで飼育・繁殖が難しいと
されてきた種では、その種の飼育方法を確立し
なければ、研究を進展させることができなくなっ
てしまうということになる。これまで手をつけられな
かった種の飼育方法を確立することは、今後の
生物学研究の進展に不可欠な条件となりつつあ
る。
　そこで、科学課題研究のテーマとして、サンショ
ウウオ科サンショウウオ属のオオイタサンショウウ
オの完全飼育下での繁殖方法の確立を目指し
た。社会的な背景には、以下のようなことがある。
①研究目的といえども、野外から採取した個体

を使うことが許される時代ではなくなっている。
②生活史が似た近縁な種であれば、その繁殖
技術を水平展開できる可能性が高いので、
希少種の絶滅に歯止めをかける技術になりう
る。

③動物園や水族館の啓蒙的な展示で、自然保
護の保全に対する意識が浸透し、希少種と
して有尾類の展示がされるようになっている。

オオイタサンショウウオの
繁殖方法の確立　

　繁殖実験のためには、データが取れるレベル
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【2】結果
　〔1〕の（ⅰ）で、卵嚢採取後、100時間以

上経過しても人工授精が可能であること、（ⅱ）
で、配偶行動を誘発することによって、水槽内
の自然産卵でも受精卵を得ることができることを
確認した。
　〔2〕の（ⅰ）で、幼生の飼育での最適条件
を解明し、（ⅱ）で、すでに記載されているクロ
サンショウウオの成長段階と比較して相違点を見
つけることができた。（ⅲ）で、性成熟に 3年

を要するという定説（環境省レッドデータブックの
記載）に対して、飼育下で性成熟の経年変化
を調べ、2年目から受精可能になる個体が出
現することを確認した（図 1、2）。

【3】展望
　日本に現存しているサンショウウオ科 44種のう
ち 37種がサンショウウオ属（Hynobius）なので

（日本爬虫両棲類学会 , 2019年 11月 7日版

日本産爬虫両生類標準和名リスト）、今回の開
発したオオイタサンショウウオについての繁殖技
術は、この種だけでなく近縁の種の繁殖にも生
かせる可能性が高いと考えられる。

学校での動物飼育について

　生命科学コースでは、入学して 1年間は全
員が放課後日常的に有尾類の世話をすることに
なっている。有尾類の飼育に関わってからの変
化を生徒へのアンケートから分析すると、飼育を
経験することによって、「気持ち悪い」という気
持ちが減り（80% → 16%）、「可愛い」と思うよ
うになり（31% → 77%）、希少種の重要さや、
環境保護について考えることについては、図 3

のグラフのような結果を得ている。
　生徒に動物飼育に関わらせて感じることは、
ペットを可愛がることはあっても、学校で責任を
もって動物の飼育を任された経験をほとんどもっ
ていないことである。小学校では、動物との関
わりから生命の尊さを学ぶ目的で動物が飼われ
ているという話はよく耳にする。学習指導要領で
も、生活科で動物飼育が設定されている。しか
しなぜ学校での動物の飼育経験がないのか疑
問に思い、調査することにした。
　生命科学コースの生徒に、出身小学校を訪
問して調査レポートの作成を宿題として課した。
そのレポートから「生徒たちに飼育動物との思
い出が非常に少ない」ことを再認識した。そして、
次の段階として、今の小学校の「学校飼育動

図 2．水槽内での産卵図 1．オオイタサンショウウオ成体からの採卵
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物」の現状を知るために、生命科学コースの生
徒の研究として、2008年に岡山県内の小学校
にアンケート調査（360校、回収率 83％）を実
施した。
　この調査でわかったことは、一番多く飼われて
いるウサギの飼育状況をみると、ウサギの雌雄
が区別できない学校が 54％、雌雄混合飼育が
65％、雄の非去勢手術率が 91％であった。飼
育数が 40羽の学校もあった。ウサギは繁殖力
が旺盛で、雄はなわばりをもつという特徴に配慮
する必要があるが、雌雄を区別できない学校が
多く、避妊しないで雌雄を混在させて飼っている
現状がわかった。教師の理解が不十分な状態
で動物が飼育されており、生徒の飼育への参加
も少なく、有効な教材として生かし切れていない
状況が判明した。
　2013年度版『子ども・若者白書』で「近年、
子どもの体験活動の場や機会の減少が指摘さ
れている。例えば自然体験活動についてみると、
学校以外の公的機関や民間団体が行う自然体
験活動への小学生の参加率は、どの学年でも
おおむね低下しており、小中学生の中で自然体
験をほとんどしたことがない者が全般的に増加し
ている」とある。自然観察や動物飼育などの自
然体験を意図的に学校教育の中で増やす工夫

が必要な時代が到来している。
　有尾類の研究に取り組んだ生徒は、高校生
になって初めて日常的な学校での動物飼育を体
験し、動物を身近に感じることができたということ
になる。

最後に

　オオイタサンショウウオを扱うようになったきっか
けは、2007年 7月から環境省自然保護局希
少野生動植物保護推進員として活動して、福
岡県、大分県の両生類の生息調査に関わった
ことがきっかけになっている。大規模な住宅造
成工事などで生息環境を失い、限られた場所に
かろうじて生き残った個体を保護しても手だてが
なく、移植して別の場所で生きる可能性にかける
しかないような状況を目の当たりして、「希少野
生生物であるサンショウウオの保護には、生息す
る自然環境の保全だけでなく、その繁殖生態を
よく知り、絶滅に瀕した際の手段として人工的な
飼育下での繁殖方法も確立しておく必要がある」
と判断したからである。これまで継続してきた飼
育経験が原点となって、生徒の科学課題研究
への取り組みや有尾類の教材開発が進み、生
徒の研究と別に自分自身のテーマとしてすすめ
てきたアカハライモリの貯精嚢の研究もまとめるこ
とができたと考えている。
　なお、2019年 8月 16日にオープンした日本
両棲類研究所（栃木県日光市）で展示されて
いるオオイタサンショウウオは、清心女子高等学
校の生物教室で卵から育てられた個体である。
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